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東京愛らんどシャトルについて 
 

 

＜ 目 的 ＞ 

 伊豆諸島地域の島民生活の安定、産業・観光の振興及び離島間交通体系の整備を目的と

して、平成５年８月２５日から東邦航空㈱が（財）東京都島しょ振興公社及び東京都の支

援を受けて就航を開始した。特に、利島・御蔵島・青ヶ島の小離島にあっては、島民生活

にかけがえのない交通機関として定着している。 
 

 

＜搭乗者の推移＞   平成 ５年 ８月２５日  就航開始 
           平成 ６年 ６月 ２日  １万人搭乗達成 
           平成 ９年 ６月 ３日  ５万人搭乗達成 
           平成１２年１１月２２日  １０万人搭乗達成 
           平成１６年 １月２９日  １５万人搭乗達成 
           平成１９年 １月２９日  ２０万人搭乗達成 
 
＜これまでの主な出来事＞ 

  平成 ５年 ８月２５日 就航開始（日曜日を除く、週６日運航、梅雨期週３日運航） 
              青ヶ島⇔八丈島⇔御蔵島⇔三宅島⇔利島⇔大島 
  平成 ８年 ９月 １日  通年運航開始 
  平成１０年 ３月 １日  郵便物輸送開始 
  平成１２年１０月 １日  路線変更（現在の路線形態となる） 
                青ヶ島⇔八丈島⇔御蔵島⇔三宅島⇔大島⇔利島 
  平成１２年１０月１７日  三宅島噴火に伴い、三宅島路線運休 
  平成１７年 ６月２４日  三宅島⇔大島間に臨時便運航開始 
  平成１７年１０月 １日  三宅島路線への定期便運航再開 
 
＜就航機材の紹介＞ 

  シコルスキーＳ７６＋＋型（アメリカ製）定員：９名（就航日：平成 21年 6月 1日） 
  シコルスキーＳ７６＋型（アメリカ製） 定員：９名  
 
 
＜(財)東京都島しょ振興公社の概要＞ 

 本公社は、伊豆諸島・小笠原諸島地域の産業・観光振興を図り、地域経済の発展及び住

民の生活・文化の向上に資するため、東京都と島しょ町村（大島町、利島村、新島村、神

津島村、三宅村、御蔵島村、八丈町、青ヶ島村、小笠原村）が共同して設立した団体です。

（平成元年１０月設立） 






